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「広報あしや」は、毎月１日と�15日に新聞折り込みで各ご家庭に配布しています。�

月見橋
　六麓荘町内に流れる小川にかかる橋。現

あんきょ

在この小川は暗渠になっている部分も多い
が、一部住宅内を流れ、六麓荘町が開発さ
れた当時の面影を残している。

人口と面積＜平成14年５月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録　総数89,193／男41,391／女47,802／世帯数38,493■推計人口　総数87,385／男40,377／女47,008／世帯数36,173　＜面積＞18.57㎞2

演出／大森一樹(映画監督)　撮影／山口宏(写真家)　イラスト／なかにし和子

　
平
成
十
四
年
度
の
芦
屋
市
善
行
賞
「
つ
つ
じ
賞
」
を
宮
川
浩
氏
と
潮
見
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会(

代
表
世
話
人
池
内
満
明
氏)

に
贈
呈
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
ま
ち
の
美
化
や
親
切
な
行
為
な
ど
の
身
近
な
善
行
を
続
け
ら
れ
て
い
る
個

人
お
よ
び
団
体
に
対
し
、
六
月
一
日
の
「
善
意
の
日
」
を
記
念
し
て
、
芦
屋
市
善
行
賞

「
つ
つ
じ
賞
」
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
六
月
四
日（
火
）に
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
宮
川
浩
氏
は
、
平
成
四
年
か
ら
現
在
ま
で
、
和
風
園
に
入
所
さ
れ
て
い
る
か
た
に
針

治
療
の
奉
仕
活
動
を
さ
れ
る
な
ど
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　
潮
見
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、
平
成
九
年
か

ら
現
在
ま
で
、
あ
し
や
喜
楽
苑
お
よ
び
苑
周
辺

の
緑
化
・
清
掃
や
入
居
者
と
の
交
流
を
深
め
る

た
め
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

芦
屋
市
善
行
賞
「
つ
つ
じ
賞
」
に

問
い
合
わ
せ
　
秘
書
課
　
1
#8
２
０
０
０

宮
川
浩
氏
と
潮
見
南
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会潮見南ボランティア会（あしや喜楽苑入居者との交流会）

宮川浩氏

　「市長等倫理審査会」の委員が次のとおり決定しました。この審
査会は「芦屋市議会議員及び芦屋市長等の倫理に関する条例」に基
づき、市長等の倫理に関する重要な事項を調査・審議するため設置
されるもので、委員の任期は２年です。
　『広報あしや２月１日号』で募集しました委員には、24人のかた
の応募がありましたが、厳正な選考の結果、２人のかたが選任され
ました。

市長等倫理審査会委員が決まりました

問い合わせ　人事課　138-2019

芦屋市長等倫理審査会委員名簿(50音順）

氏　　名 備　　　　考
大久保　規子 大学教授
日下部　昇 弁護士
杉本　貞夫 芦屋市自治会連合会会長
鈴木　敏彦 公認会計士（市民公募）
冨永　周作 芦屋市医師会会長
中田　淳子 国際ソロプチミスト芦屋会長
星田　榮 元会社役員（市民公募）
村上　恵美子 弁護士
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～日本でも多くの人に感動を与えた話題作～
■日時　６月28日(金)①午前10時30分②午後２時③午後
４時④午後７時(上映時間93分）■会場　ルナ・ホール　
■内容　さまざまな想いが込められた手紙…。愛犬とと
もに雨の日も風の日も人から人へ想いを紡ぐ手紙を届け
る年老いた郵便配達とこれからそれを引き継ぐ息子。そこには、大切な家族の
“絆”が生きている　■料金(全席自由)　大人：前売り900円、当日1,300円(60歳以
上1,100円)　子ども：当日700円(小学生から高校生は当日券のみ）※この記事持参の
かたは大人当日1,000円（満員の場合は入場を制限させていただく場合があります。）
■前売券発売所　モンテメール大蓄、市役所売店、文化振興財団事務所

ルナ名画劇場　1999年中国金鶏賞受賞作『山の郵便配達』

問い合わせ　文化振興財団　131-4962

中
央
地
区
の
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

　
平
成
八
年
六
月
に
着
手
し
た
中
央
地
区

の
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
本
年
五
月
十

七
日
に
換
地
処
分
の
公
告
が
あ
り
事
業
が

完
了
し
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
七

割
を
超
え
る
建
物
が
全
半
壊
し
た
公
光
町

・
大
桝
町
・
茶
屋
之
町
の
各
一
部
、
約
十

三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
を
施
行
し
た

も
の
で
、
震
災
当
時
、
約
七
百
六
十
世

帯
、
千
七
百
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
中
央
地
区
を
震
災
復
興
計

画
に
「
地
域
中
心
核
育
成
ゾ
ー
ン
」
と
し

て
位
置
づ
け
、
狭
小
道
路
が
多
か
っ
た
こ

と
、
公
園
な
ど
の
生
活
基
盤
が
未
整
備
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
早
期
復
興
と
災
害
に
強

い
街
づ
く
り
を
目
的
に
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
豊

か
な
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
、
都
市

問い合わせ　水道部総務課　138-2080

問
い
合
わ
せ
　
建
築
指
導
課
　
1
#8
２
１
１
４

　
兵
庫
県
が
進
め
る
「
わ
が
家
の
耐
震
診

断
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
本
市
に
お
い

て
も
平
成
十
二
年
度
か
ら
住
宅
の
耐
震
診

断
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
市
内
に
お
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
に
百
三
棟
六
百
四
十
八

戸
の
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実

施
し
、
住
ま
い
の
安
全
を
確

認
す
る
目
安
の
一
つ
と
し
て

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な

り
ま
す
の
で
、
診
断
を
ご
希

望
の
か
た
は
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
　
昭
和
五
十
六
年
五

月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅

(

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
、
丸

太
組
工
法
お
よ
び
プ
レ
ハ
ブ

工
法
等
の
住
宅
は
除
く)

◇
募
集
戸
数
　
五
十
棟
程
度

(

戸
建
て
住
宅
の
場
合
。
予
算

額
に
達
し
次
第
締
め
切
り)

◇
診
断
方
法
　
市
が
委
託
し

た(

社)

兵
庫
県
建
築
士
事
務

所
協
会
の
耐
震
診
断
員(

建
築

士)

に
よ
る
目
視
お
よ
び
設
計

図
書
等
か
ら
の
簡
易
な
耐
震

診
断

◇
診
断
料
　
無
料(

国
、
県
お

よ
び
市
が
費
用
を
負
担)

◇
申
し
込
み
　
建
築
指
導
課
ま

た
は
ラ
ポ
ル
テ
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
申
し
込
み
用

紙
を
九
月
三
十
日(

月)

ま
で
に
建
築
指
導

課
へ
。
書
類
審
査
が
あ
る
た
め
直
接
窓
口

住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
　
今
年
度
で
最
終
！

　安全で良質な水を安定的に供給でき、地震など災害に強い水道の整備を促進して
いくことなどを目指し、毎年６月１日から７日を「水道週間」と位置付けていま
す。厚生労働省を中心に全国の都道府県、各市町水道事業体や水道関係者がさまざ
まな活動を行います。

　
平
成
十
四
年
第
二

回
定
例
会
は
、
六
月

二
十
一
日(

金)

に
招

集
さ
れ
、
七
月
十
日

(

水)

ま
で
の
日
程
で

開
催
す
る
予
定
で
す
。

本
会
議
・
各
委
員
会

の
予
定
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、
日
程
が

変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
お
確

か
め
の
上
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▽
六
月
二
十
日(

木)

【
議
会
運
営
委
員
会
】

▽
六
月
二
十
一
日(

金)

【
本
会
議
】
常
任
・
議
会
運
営
委
員
会
委

員
の
選
任
、
議
案
提
案
説
明
等

▽
六
月
二
十
四
日(

月)

〜
二
十
七
日(

木)

【
各
常
任
委
員
会
】
補
足
説
明
、
質
疑
、

討
論
、
採
決

▽
六
月
二
十
八
日(

金)

【
議
会
運
営
委
員
会
】

▽
七
月
一
日(

月)

・
二
日(

火)

【
本
会
議
】
一
般
質
問
等

▽
七
月
九
日(

火)
【
議
会
運
営
委
員
会
】

▽
七
月
十
日(

水)

【
本
会
議
】
委
員
長
報
告
、
討
論
、
採
決
等

　「第４回関西まちづくり賞」を芦屋市・若宮地区まちづくり協議会・まちづく
りコンサルタント・設計事務所が受賞しました。
　この賞は、社団法人日本都市計画学会が関西におけるまちづくりおよび都市計
画の進歩･発展に貢献した団体を表彰するため制定されました。
　今回の受賞は、まちづくりという利害関係者の調整を経て具体化していること、
関係者が限られた条件の中で最大限の創意工夫をこらしていること、関係者の目
標にむけた熱心な取り組みがなされていること、住宅改良という概念を超えた公
営住宅整備、ヒューマンスケールを具現化しているなど先駆性が高いという点が
評価されたものです。

へ
。

◇
注
意
　
他
市
に
お
い
て
、
「
県(

ま
た
は

市)

か
ら
委
託
を
受
け
て
い
る
」
と
か
、

「
県
か
ら
調
査
に
来
た
」
と
い
っ
て
県
の

耐
震
診
断
を
装
っ
て
診
断
を
し
、
そ
の
後

高
額
な
補
強
等
の
工
事
を
勧
め
る
ト
ラ
ブ

ル
が
あ
っ
た
こ
と
が
平
成
十
四
年
一
月
四

日
付
け
で
新
聞
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
、
受
け
付
け
し
て
い
な
い
住
宅
に

直
接
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問い合わせ　開発事業課　138-2075

芦屋市、若宮地区まちづくり協議会などが
「関西まちづくり賞」を受賞しました

問
い
合
わ
せ
　
都
市
整
備
課
中
央
地
区
担
当
　
1
#8
７
９
７
３

第44回 水道週間 「変わる世に 変わらぬ信頼 水道水」

基
盤
整
備
公
団
に
施
行
を
要
請
し
て
事
業

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
公
団
は
、
宅
地
の
造
成
、
川
東
線
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
な
ど
の
整
備
を
順
次
行

い
、
平
成
十
四
年
三
月
に
は
全
て
の
宅
地

の
引
き
渡
し
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
防
火
水
槽
、
備
蓄
倉
庫
な
ど

を
備
え
た
大
桝
公
園
や
茶
屋
公
園
の
整
備

に
着
手
い
た
し
ま
す
。

５月13日から２車線の対面通行で供用開始した川東線。

◆本市の行事「水道水源保全作戦」◆
日　時　６月７日(金)午後１時～３時
内　容　本市の貴重な水資源である芦屋川を守るため、取水口から上流約３㎞の

清掃作業を実施。昨年も700kgを超えるごみがありました。
参加団体　市水道部、芦屋市水道サービス協会、芦屋市水道工事業協同組合、芦

屋カンツリー倶楽部、市生活環境部環境サービス課、芦屋健康福祉事
務所(芦屋保健所)

第２回 市議会定例会の日程
問い合わせ　市議会事務局　138-2001

　商店街の活性化を図るために行う事業に、補助金を交付して支援しま
す。交付対象事業は、(財)兵庫県中小企業振興公社（以下「公社」とい
う）が補助するものが対象となります。

 芦屋市活力あるまちなか商店街づくり
促進事業補助金

問い合わせ　経済課商工担当　138-2033

①生活支援事業　空き店舗等を活用した地域住民の生活利便を支援する
事業(給食サービス、空き缶・ペットボトル回収機設置、文化教室、街角
ギャラリー、託児所等)
②テナント・ミックス事業　商業集積の魅力を高めるために空き店舗に
必要な業種、業態の適正配置を図る事業(入居させる際の家賃補助等)
③ミニチャレンジショップ事業　新規開業者向け集合貸店舗を運営する
事業(入居する際の家賃補助等）　
■事業主体
①商店街または商店街に属する商業者中心の５人以上の任意グループ
②商店街もしくは芦屋市商工会または公社が支援した開業者
③商店街または芦屋市商工会
■補助率(　)内は上限額　
①公社２／４(300万円)、市１／４(150万円)
②公社１／３(50万円)、市１／３(50万円)
③公社１／３(300万円)、市１／６(150万円)
■補助期間　
①③２年間(２年目の補助金は１年目の半額以内)②１年間

 　阪神・淡路大震災を契機にモデルシステム
として国の通信・放送機構が研究開発を行った
地域非常通信ネットワークシステムの資機材
と、国・県の委託事業である土砂災害情報相互
通報システム整備事業により、本市全域に防災
無線を構築しました。５月31日から使用開始し
ています。

問い合わせ　防災対策課　1 138-2093

市内全域で防災無線を使用開始

市役所� 避難所　34カ所�

出先機関�

移動車両�

消防本部�
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一
九
九
八

年
七
月
十
二

日
、
フ
ラ
ン

ス
国
歌
ラ
・

マ
ル
セ
イ
エ

ー
ズ
が
歌
う

「
栄
光
の
日

の
到
来
」
を

歓
喜
の
群
集

が
ト
リ
コ
ロ

ー
ル
の
旗
を
な
び
か
せ
て
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

通
り
に
あ
ふ
れ
た
。
こ
の
日
つ
い
に
フ
ラ

ン
ス
は
栄
光
を
手
に
入
れ
た
。
開
催
国
フ

ラ
ン
ス
が
自
国
で
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
で
優
勝
す
る
と
い
う
劇
的
な
日
で
あ

っ
た
。

　
百
三
十
年
ほ
ど
前
の
一
八
七
三
年(

明

治
六
年)

九
月
に
、
イ
ギ
リ
ス
海
軍
少
佐

ダ
グ
ラ
ス
と
そ
の
部
下
に
よ
っ
て
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
は
、
そ
れ
ま
で

け

け
ま
り

球
を
蹴
る
と
い
え
ば
貴
族
の
遊
び
の
蹴
鞠

く
ら
い
し
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
戦
い
な
が

ら
球
を
蹴
り
合
う
競
技
が
入
っ
て
き
た
わ

け
で
す
か
ら
、
世
界
の
レ
ベ
ル
に
到
達
す

る
の
に
百
年
く
ら
い
要
し
た
の
も
仕
方
の

無
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
釜
本
邦
茂

さ
ん
は
講
演
の
中
で
、
日
本
の
サ
ッ
カ
ー

が
強
く
な
ら
な
い
の
は
、
少
年
サ
ッ
カ
ー

で
コ
ー
チ
が
教
え
す
ぎ
る
か
ら
、
つ
ま
り
、

オ
ー
バ
ー
コ
ー
チ
ン
グ
が
原
因
だ
と
い
う

よ
う
な
意
味
の
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
が
、
サ
ッ
カ
ー
だ
け
で
な
く
教
育

全
般
に
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
宮
本
武
蔵
の
五
輪
の
書
に
「
理
よ
り
は

い
る
も
の
上
達
早
く
、
技
よ
り
は
い
る
も

の
上
達
遅
し
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
あ
ま
り
技
術
ば
か
り
教
え
ず
、
何
が

正
し
く
、
何
が
正
し
く
な
い
か
、
何
が
大

切
な
の
か
、
ま
ず
物
事
の
本
質
か
ら
教
え

る
心
の
教
育
が
重
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。

　
セ
ル
ジ
オ
越
後
さ
ん
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

の
中
で
、
「
日
本
チ
ー
ム
の
試
合
の
日
は

せ
め
て
学
校
だ
け
で
も
休
み
に
し
よ
う
よ
。

皆
で
応
援
し
よ
う
。
お
祭
と
い
う
の
は
準

備
作
業
を
み
ん
な
で
す
る
ん
だ
よ
ね
。
そ

れ
で
、み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
勝
っ
た
ら
、

今
の
不
景
気
を
吹
き
飛
ば
す
ヒ
ン
ト
に
な

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
Ｗ
杯
の
経
済

効
果
は
そ
の
時
の
売
り
上
げ
だ
け
で
考
え

て
は
だ
め
。
子
供
た
ち
が
何
か
に
興
奮
し

た
あ
と
の
将
来
の
経
済
効
果
は
と
ん
で
も

な
い
も
の
に
な
る
よ
。
み
ん
な
で
応
援
す

る
こ
と
で
今
の
社
会
を
ぶ
っ
飛
ば
す
こ
と

が
で
き
る
よ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
厳
し
い
道
の
り
を
あ
ゆ
ん
で
き
た
日
本

サ
ッ
カ
ー
で
す
が
、
六
月
三
十
日
横
浜
の

会
場
で
、
四
年
前
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
見
た

夢
と
同
じ
夢
を
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
。

ワールドカップ

日　時　６月27日(木)午後１時30分～３時
会　場　ルナ・ホール
講　師　京都国立近代美術館主任研究官・
　　　　山野英嗣氏
申し込み　往復はがき(１人１枚)に、住所・氏
　　　　　名・電話番号を記入し６月14日(金)
　　　　　までに「ＮＨＫ公開セミナー」係へ
＊参加者には、京都国立近代美術館で開催の
「カンディンスキー展」の招待券(１枚)を進呈

ＮＨＫ公開セミナーカンディンスキー
～抽象絵画と音楽～

㈱ウエシマコーヒーフーズ社長
上島　一泰

問い合わせ　公民館　
135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

　
今
号
で
、
上
島
一
泰
氏
の
コ
ラ
ム
は

終
了
し
、
七
月
一
日
号
か
ら
は
日
下
徳

一
氏(

甲
南
高
校
元
教
諭)

の
執
筆
に
な

り
ま
す
。

市民募集の都市計画審議会委員の決定

　「広報あしや４月１日号」で募集しておりました都市計画
審議会の市民委員が決定しました。
　10人の応募があり、厳正な選考の上３人に絞り、さらに抽
選により朝日ケ丘町の田中徹雄氏(70歳)が選任されました。
任期は２年です。今後の芦屋市のまちづくりに尽力いただく
予定です。

問い合わせ　建設部総務課　138-2070

日　程
６月25日
(火)

７月２日
(火)

７月16日
(火)

７月23日
(火)

８月６日
(火)

８月20日
(火)

楽しくてためになる…「くらしのセミナー」のご案内

テ  ー  マ
コマーシャルのウソを見ぬく
～メディアの裏を読む力を～
コーヒーで至福のひととき
(試飲タイムあり)
患者と医者の良い関係
－コミュニケーションを考える
楽しみながらシンプルライフ
～なくてもよいモノありませんか
和服のリフォーム
～はきやすいパンツ
(続)和服のリフォーム
～はきやすいパンツ　

 講       師
コマーシャルの中の男女役割を
問い直す会世話人・吉田清彦氏
UCCコーヒー博物館・副館長
楠正暢氏
ささえあい医療人権センター
ＣＯＭＬ・辻本好子氏

生活評論家・三輪昌子氏

園田学園女子大学助教授・
梶間充子氏

問い合わせ　消費生活センター　138-2034(〒659-8501 精道町7-6)

★時間　午前10時～正午
★会場　市役所分庁舎２
階大会議室
★対象者　市内在住・在
勤者40人　
★申し込み　往復はがき
に住所・氏名・年齢・電
話番号を記入の上、消費
生活センターへ
＊①～④、⑤～⑥のみの
　受講も可能です。

今年もまたやってきました「シェイプアップ大作戦」

問い合わせ　海浜公園プール　122-8861(浜風町30-1)

６月16日(日)
午前10時15分～午後１時

　夏に向かってダイエット。そうです、薄着の季節です。少しでも細くなりたいかた、もう少し引き締まった
「キレのあるカラダ」を目指したいかたなどなど…ぜひ海浜公園プールへ！！
★参加者全員に、もれなく「あなたの１日消費エネルギー量」を計算します。

希望者のみシェイプアップ相談(予約５人)

６月21日(金)
午後０時45分～３時15分
共通：ステップエクササ
イズ、簡単ダンベル＆チ
ューブ体操、ヌードルエ
クササイズ

６月20日(木)
午前10時45分～午後１時15分
共通：ソフトエアロビク
ス、気になる部分引き締
め体操、ヌードルエクサ
サイズ

６月19日(水)
午後０時45分～３時30分

講話『あなたのベスト体重を目指して』
簡単タオル＆イス体操
選択：ウォーク＆ジョグ
またはソフトエアロビクス
共通：アクアビクス

選択：ヌードルエクササ
イズまたはエアロビクス
共通：アクアキックボク
シング

受講料　１日あたり400円(当日は、別途入場料が必要)
対　象　大人
申し込み　参加アンケートを記入し、受講料を添えて海浜公園プール１階受け付けへ(先着順)

日　時

内　容

定　員 40人

①

②

③

④

⑤

⑥

　阪神間都市計画「南芦屋浜地区地区計
画」の変更案について縦覧します。意見の
あるかたは、期間満了の日までに意見書を
市長に提出してください。意見書を提出で
きるかたは、土地の所有者および土地に関
する利害関係者です。
期　間　６月４日～17日(平日の執務時間内)
場　所　都市計画課(市役所北館３階）
件　名　阪神間都市計画(芦屋国際文化住
宅都市建設計画)「南芦屋浜地区地区計画」
(芦屋市決定)の市条例に基づく変更案

南芦屋浜地区
地区計画変更案の縦覧

問い合せ　都市計画課　138-2073

児
童
手
当
に
該
当
さ
れ
る
か
た
は
申
請
を

　
児
童
手
当
は
、
義
務
教
育
就
学
前
の
児

童(

平
成
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
児
童)

を
養
育
し
て
い
る
か
た
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
左
記
の
所
得
制
限
限
度
額
未

満
に
該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　
各
支
給
月
の
十
五
日(

金
融
機
関
の
休

業
日
に
あ
た
る
と
き
は
、
前
営
業
日)

に
、
ご
指
定
の
口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

○
現
在
児
童
手
当
を
受
給
中
の
か
た
へ

＊
二
月
〜
五
月
分
の
児
童
手
当
は
、
六
月

　
十
四
日(

金)

に
指
定
の
口
座
に
振
り
込

　
み
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＜注＞・扶養親族６人以上の場合は、１人につき38万円を加算

　　　・所得額＝総所得金額 － 基礎控除 － 実額控除 － 定額控除

扶養親族
等の数　
０人
１人
２人
３人
４人
５人

国民年金
加入者　
３０１
３３９
３７７
４１５
４５３
４９１

厚生年金・
共済組合加入者

４６０
４９８
５３６
５７４
６１２
６５０

・障害者(27万円)
・特別障害者(35万円)
・寡婦(夫)(27万円)
・勤労学生(27万円)
・寡婦特別(35万円)
・老年者(50万円)
・老人配偶者(６万円)
・老人扶養親族(６万円)

平成14年度　児童手当所得制限限度額表
                    (単位：万円)

・雑損
・医療費
・小規模企業
・共済掛金

社会保険料
（８万円）

問
い
合
わ
せ
　
児
童
課
児
童
福
祉
担
当
　
1
#8
２
０
４
５

◇支給額　
　第２子まで　１人につき月額５千円
　第３子以降　１人につき月額１万円
◇支給月
  ６月(２月～５月分)
  10月(６月～９月分)
  ２月(10月～１月分)

＊
平
成
十
四
年
度
「
現
況
届
」
を
六
月
初

　
旬
に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
六
月
末
ま

　
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

16人

(資）神明商会

東山商会

中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

前忠工業（株）

(株）みなと設備

22-3565

31-1882

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

31-8548

0798-34-7941

店　名 TEL 当番日
水道の修理は

「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【6月】

問い合わせ　水道部工務課維持係　138-2083

１、10、19、28

２、11、20、29

３、12、21、30

４、13、22

５、14、23

６、15、24

７、16、25

８、17、26

９、18、27

●平日の昼間は水道部へお尋
　ねください。
●土・日・祝日は市役所(131-
　2121)へお尋ねください。
●夜間の修理は
　右の業者が待機しています

ア�ン�タ�ン�テ�

40人 16人
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① 6:00

② 8:30

③11:00

④13:30

⑤16:00

⑥18:30

⑦21:00

みてみて９(番組ガイド)
あしやＮＯＷ(＊)
とびだせスタジオ　あしやリポート(＊)

長寿の食卓
芦屋の人(＊)
　

芦屋市民企画番組(＊)
ＩＴくんＱ＆Ａ
撮りっきり芦屋(＊)
文字放送
西宮ライブラリー

ニッポンみたまま(30分番組)

9ch
広�
報�

番�
組�
ガ�
イ�
ド�

レ�
ビ�
テ�

6／１(６:00～) ～6／14 (～23:30)

１
時
間
目

２
時
間
目

開始時刻

■放送時間　午前６：00～午後11：30(上記の順に午前６時から２時間30分サイクルで７回繰り返し
　放送します)　　　　　　　　　　　　　　■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネルに関する問い合わせ　広報課　138-2006　■ケーブルテレビ全般に関する問い
　合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ Ｂroad band 神戸・芦屋) 70120-13-8160

フォーカス芦屋「男女共同参画社会を目指して」

となりまち探訪③「天気予報ができるまで」
メンバー募集・イベント情報・おやじの背中
「堀早苗・彩さん(あしや音楽療法研究会主宰)」
「芦屋と映画」
「トラブル編」
「アートフリーマーケット」「あまごの放流」
「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
ふるさと昔話「武庫川と猪名川」
　　　　「あなたは鯨のことをどれだけ知っていますか？」

00
05
25

40
50
　

00
20
25
45
50
00

　昨年度、人権に関する市民意識調査を実施し、その
調査結果も参考に学識経験者や市民のかたがたで構成
する「人権教育・人権啓発推進懇話会」で審議してい
ただき、この度「芦屋市人権教育・人権啓発に関する
総合推進指針」を策定しました。
　この「指針」は、本市が進める人権尊重のための教
育および啓発にかかわる施策の総合的な推進について
基本的な方向を示すものです。期間は、平成14(2002)
年度から平成22(2010)年度までの９年間とします。

「指針」の理念
　すべての人が、人権尊重の精神を当然のこととして
身につけ、日常生活の中で実践することであり、また
そのような生き方を可能にする社会的な環境や条件を
整備していくことを理念としています。  このため、家
庭や学校、地域、職場などあらゆる場で人権教育・人
権啓発を進め、人権尊重の理念に関する市民の理解を
深めることにより、豊かな「人権文化」を育み、市民
すべてがお互いを認め合いながら「共に生きる社会｣
の実現を目指します。

「芦屋市人権教育・人権啓発に関する総合推進指針」を策定しました

問い合わせ　生活環境部人権啓発担当　138-2055

　　　
　　　　

　女性の人権　男性と女性が社会のあらゆる分野に
おいて対等なパートナーとして参画し得る社会の実現を
目指して、意識啓発や学習活動の支援などをとおして意
識改革を図りながら、男女の平等を阻む社会の仕組みや
慣習などの見直しへの働きかけ、また男女平等を推進する
学校教育の充実などを進めます。
　
　子どもの人権　家庭、学校、地域、子どもセンター
など関係機関・団体などの相互の連携による青少年の健
全な育成活動の充実を図るなかで、すべての子どもの健
全育成とすべての家庭への必要な支援を行うため、子ど
もの人権を尊重する意識を高めるための教育および啓発
活動を進めます。

　高齢者の人権　高齢者が社会の重要な構成員として
長年培った知識、経験、技能などを正しく評価され活躍
できる機会が増えるよう、また高齢者が豊かに生きる権
利や個人としての尊厳が重んじられるように市民の認識
を高め、さらに自らも社会の一員として積極的に役割を
担えるように、学習機会の充実や意識啓発を進めます。

　障害者の人権　障害者と障害のない人が同じ権利と
義務を持つ一人の人間であることを認識し、障害者が容
易に自己実現を図れる「共に生きる社会」をつくるため
に、スポーツや音楽、文化活動に関するイベントや交流事
業、広報活動などをはじめさまざまな取り組みを進めます。

　同 和 問 題　同和問題解決のための啓発や交流を
はじめ、様々な立場の人々の人権を尊重する社会的雰囲
気の醸成に努めるとともに、「人権文化」を構築するた
めの拠点としての上宮川文化センター事業の充実を図り
ます。また、結婚差別など、いまなお残っている差別意
識を解消するため、これまで進めてきた成果を損なうこ
となく、今後も取り組みを進めます。

　外国人の人権　異なる文化や価値観、生活習慣など
を理解するために、啓発誌の配布やイベントなどの開催
をとおして、在住外国人が抱える課題などへの理解を深
めるなど、市民の国際感覚を高める学習や啓発を進めま
す。　

　
本
市
で
は
、
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」

を
目
指
し
て
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
〝
ウ
イ
ザ
ス
・
プ
ラ
ン
〞
を
つ
く
り
、

こ
の
プ
ラ
ン
に
留
意
し
つ
つ
、
各
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
実
施
し
た
意
識
調
査
は
、
右
プ

ラ
ン
が
今
年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
新
た

な
プ
ラ
ン
策
定
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用

す
る
た
め
に
行
い
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　
社
会
全
体
で
は
「
男
性
が
優
遇
さ
れ
て

い
る
」
と
考
え
る
か
た
が
八
一
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
そ
の
場
面
は
、

「
社
会
通
念
、
慣
習
」
、
「
職
場
や
就
労

の
機
会
」
、
「
政
治
の
場
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
優
遇
さ
れ
る
原
因
は
、
「
仕
事
中
心
の

考
え
方
が
強
く
、
そ
れ
を
男
性
が
支
え
て

い
る
と
い
う
意
識
が
強
い
た
め
」
が
最
も

多
く
五
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

「
社
会
通
念
や
慣
習
な
ど
に
男
性
優
位
に

働
い
て
い
る
も
の
が
多
い
」
が
続
い
て
い

ま
す
。

　
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う
考
え
方

に
つ
い
て
、
全
体
で
は
「
同
感
し
な
い
」

が
三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
「
同
感
す

る
」
一
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
一
七
・
七

ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
ま
す
。
同
感
す
る

と
い
う
考
え
方
の
理
由
の
第
一
は
、
「
男

性
の
方
が
仕
事
に
、
女
性
の
方
が
家
事
・

育
児
に
適
し
て
い
る
」
と
い
う
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

が
四
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

●
家
庭
で
の
実
際
の
役
割
分
担
に
つ
い
て

　
「
主
と
し
て
妻
」
が
行
う
日
常
的
な
事

が
ら
は
洗
濯
、
掃
除
等
が
八
五
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
。
ま
た
、
家
計
管
理
、
乳
幼
児
の

世
話
、
近
隣
と
の
交
際
が
い
ず
れ
も
六
〇

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
し
た
。
一
方
、
「
主

と
し
て
夫
」
の
役
割
は
生
活
費
の
確
保
が

七
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
こ
れ
以
外
の

局
面
は
一
割
未
満
と
非
常
に
少
な
い
数
字

を
示
し
て
い
ま
す
。

●
介
護
に
対
す
る
考
え
方

　
高
齢
者
の
介
護
に
つ
い
て
は
「
男
女
が

共
同
し
て
行
う
」
が
七
九
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
大
半
を
占
め
、
こ
れ
を
性
別
に
み
る

と
、
女
性
が
八
〇
・
七
、
男
性
が
七
六
・

二
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
ず
れ
も
高
い
数
字
を

示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護
に
は
「
社

会
が
積
極
的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
」

が
四
八
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、

家
族
介
護
と
社
会
的
支
援
の
共
働
を
求
め

て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
家
庭
に
お
け
る
子
ど
も
の
教
育
方
針
に

つ
い
て
、
全
体
で
は
「
あ
る
程
度
は
女
の

子
、
男
の
子
ら
し
く
」
が
四
六
・
八
パ
ー

セ
ン
ト
、
「
性
に
よ
る
区
別
は
せ
ず
、
個

性
に
応
じ
た
教
育
を
」
が
四
五
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
と
ほ
ぼ
同
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
が
職
業
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
全

体
で
は
「
出
産
、
育
児
期
は
仕
事
を
離
れ
、

子
の
成
長
後
再
就
職
」
が
六
一
・
三
パ
ー

セ
ン
ト
と
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
　
ま

た
、
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

は
「
男
女
と
も
に
育
児
・
介
護
休
業
が
取
得
で

き
る
こ
と
が
必
要
」
が
四
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

「
育
児
な
ど
で
退
職
し
た
人
の
再
雇
用
」
が

三
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
い
て
い
ま
す
。

●
結
婚
に
対
す
る
考
え
方

「
個
人
の
自
由
で
あ
る
か

ら
、
し
て
も
し
な
く
て
も

よ
い
」
が
六
八
・
〇
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
女
性
が
七

〇
・
四
、
男
性
が
六
三
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
。
全
体
で

み
る
と
「
離
婚
は
女
性
の

方
が
不
利
」
が
六
一
・
一
、

「
妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

は
女
性
の
意
見
を
尊
重
す

る
」
が
五
五
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
結
婚
は
入
籍
な

ど
の
形
式
に
こ
だ
わ
ら
な
く
て
よ
い
」
に
つ

い
て
は
五
一
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
か
た
が

否
定
的
な
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

●
少
子
化
に
対
す
る
考
え
方

　
出
生
率
低
下
の
第
一
の
理
由
は
、
「
子

育
や
教
育
に
お
金
が
か
か
る
か
ら
」
が
全

体
で
六
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
。
つ
い
で

「
子
育
て
よ
り
も
自
分
の
生
活
を
優
先
し

た
い
と
い
う
人
が
増
え
て
い
る
」
が
同
じ

く
六
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。

　
性
別
で
み
る
と
、
女
性
で
は
「
子
育
て
よ

り
も
自
分
の
生
活
を
優
先
し
た
い
と
い
う
人

が
増
え
て
い
る
」
が
六
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

男
性
で
は
「
子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か

る
か
ら
」
が
六
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
そ
れ

ぞ
れ
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
と

感
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
「
職

場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
」
が
四
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も

多
く
、
つ
い
で
「
痴
漢
行
為
」
四
〇
・
七
、

「
売
春
、
買
春
や
風
俗
営
業
」
三
九
・
六
、

「
女
性
の
ヌ
ー
ド
を
主
に
し
た
雑
誌
、
テ

レ
ビ
放
映
、
ア
ダ
ル
ト
ビ
デ
オ
」
三
七
・

七
、
「
家
庭
内
で
の
夫
か
ら
妻
へ
の
暴
力
」

三
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
続
い
て
い
ま
す
。

　●
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
（
以
下
セ
ク
ハ

ラ
）
の
経
験
　

　
セ
ク
ハ
ラ
の
経
験
・
見

聞
き
に
つ
い
て
は
全
体
で

は
「
自
分
や
自
分
の
ま
わ

り
に
い
な
い
」
が
五
四
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
と
半
数
以

上
を
占
め
て
い
ま
す
。
一

方
、
「
自
ら
経
験
、
友
人

や
職
場
の
仲
間
が
経
験
」

を
合
わ
せ
る
と
三
七
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
が
身
近
な
と

こ
ろ
で
セ
ク
ハ
ラ
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
性
別
に
み
る
と
「
自
ら
や
仲
間
が
経
験

し
た
」
女
性
は
二
三
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
す
が
、
男
性
も
四
・
七
パ
ー

セ
ン
ト
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

●
セ
ク
ハ
ラ
へ
の
対
応

　
セ
ク
ハ
ラ
を
身
近
で
経
験
し
た
こ
と
の

あ
る
人
（
二
五
二
人
）
の
そ
の
後
の
対
応

は
、
全
体
で
は
「
何
も
し
な
か
っ
た
」
が

三
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
高
く
、
一

方
「
職
場
の
苦
情
処
理
機
関
や
上
司
に
訴
え

た
」
、
「
セ
ク
ハ
ラ
を
行
っ
た
相
手
に
抗

議
」
は
と
も
に
一
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

13.5
12.8
15.3

2.4
2.8
1.4

0.8
0.6
1.4

13.1
11.1

18.1

32.1
37.8

18.1

33.7
33.9
33.3

12.3
10.6

16.7

3.6
2.8
5.6

全体（N＝252）�
女性（N＝180）�
男性（N＝72）�

職場の苦情処理機関や�
上司等に訴えた�

セクシュアル・ハラスメントを�
行った相手に抗議した�

公的な相談機関に�
相談した�

裁判所等に訴えた�

家族や友人に相談した�

何もしなかった�

その他�

無回答�

0 10 20 30 40
（％）�

す
。

●
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス

（
以
下
Ｄ
Ｖ
）
の
経
験

　
「
Ｄ
Ｖ
問
題
は
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
で
知

っ
て
い
る
」
は
全
体
で
は
四
九
・
一
パ
ー

セ
ン
ト
と
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
「
実

際
に
見
聞
き
し
た
こ
と
が
な
い
」
が
二
五
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
で
、
Ｄ
Ｖ
に
関
わ
り
を
持
た
な

い
か
た
が
や
や
多
く
、
一
方
、
「
自
分
が
直

接
経
験
」
、
「
身
近
に
当
事
者
が
い
る
」
を
合

わ
せ
る
と
全
体
の
二
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
が

Ｄ
Ｖ
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
用
語
　
　

　
全
体
で
は
「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
が

八
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
認
知
度
が
最
も
高

く
、
続
い
て
「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
」
七

三
・
七
、
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
六
九
・

八
、
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被

害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
五
二
・
四
パ

ー
セ
ン
ト
と
続
い
て
い
ま
す
。

●
夫
婦
別
姓
に
関
す
る
考
え
方

　
全
体
で
は
「
実
質
的
な
家
族
関
係
を
築
い

て
い
れ
ば
家
族
の
絆
に
は
影
響
は
な
い
」
が
、

三
八
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い

で
、
「
夫
婦
の
姓
が
異
な
る
と
子
ど
も
に
と

っ
て
良
く
な
い
影
響
を
与
え
る
」
が
三
二
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
、
「
現
行
法
は
自
由
な
選
択

制
と
は
言
え
な
い
」
が
三
〇
・
三
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　

65.4
62.6

76.9

52.6
55.1

42.3

10.5
12.1

3.8

17.3
18.7

11.5

16.5
17.8

11.5

5.3
4.7
7.7

5.3
4.7
7.7

全体（N＝133）�
女性（N＝107）�
男性（N＝26）�

身体的暴力を受けている�
（受けていた）�

経済的な暴力を受けている�
（受けていた）�

精神的な暴力を受けている�
（受けていた）�

性的な暴力を受けている�
（受けていた）�

社会的な暴力を受けている�
（受けていた）�

その他�

無回答�

0 20 40 60 80
（％）�

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」
結
果
概
要

16.2
12.9

23.4

28.2
23.8

37.9

32.6
33.6

30.8

9.2
11.8

3.3

27.5
25.1

31.8

11.1
10.4
12.1

4.8
4.7
5.1

4.7
5.1
3.7

38.0
39.8

34.6

30.3
35.6

19.6

全体（N＝666）�
女性（N＝450）�
男性（N＝214）�

家族関係をゆるがすもので、現在の�
制度を変えることはよくない�

姓を変えることで、自分が失われる�
感じがしたり、不利益を生ずる�

家族は同姓に一体感をもち、制度を�
かえることは家族関係を崩す�

夫婦の姓が異なると子どもにとって、�
好ましくない影響を与える�

現行の戸籍制度に�
こだわることはない�

夫婦別姓の導入はむしろ個人の�
自立につながってよい�

実質的な家族関係を築いていれば、�
家族のきずなには影響はない�

現在の法律は夫の姓を名乗る風潮�
から自由な選択制度とはいえない�

その他�

無回答�

0 10 20 30 40
（％）�

男
女
平
等
に
つ
い
て

男
女
の
性
別
役
割
に

対
す
る
評
価

男
女
共
同
参
画
社
会
の
認
知

と
も
に
生
き
る
社
会
へ

問
い
合
わ
せ
　
女
性
施
策
担
当
　
1
#8
２
０
２
３

「男女共同参画」とは、男女が社会の対等な構成員として、自らの意思によってあらゆる分野における活動に参

画する機会が確保され、均等に政治・経済・社会・文化的利益を享受すると共に、責任を担うことを意味します｡

重要な課題への今後の取り組み

　世界各地の紛争や内乱などをテレビや映画など
で見たり、平和記念館や資料館などの展示等を見
て感じた「平和」について描いてください。
　
　★作品の大きさ　画用紙(４切り)
　★応募資格　市内に在住の小学生
　★締め切り　６月28日(金)まで
　★作品に記入するもの　
　　①小学校名  ②学年・組  ③氏名を裏面に記入
　★送付先　企画課(〒659-8501  精道町７-６)
　
　☆展示場所　市民センター空中通路など
　☆展示期間　８月１日～15日
　　※展示終了後、作品はお返しします。

問い合わせ
企画課　138-2009

　　　　　
　　　
　　　

　■日　時　　６月３日～27日
　　　　　　　午前９時～午後５時(土・日を除く)
　■会　場　　女性センター(大原町２-６
　　　　　　　　　　　　　ラ・モール芦屋２階)　　
　　　　　　　

女性センターミニ展示「小林信子写真展」

心の記憶
～モノクロームでみる古都～

問い合わせ
女性センター　138-2023

〔経験した暴力〕

〔夫婦別姓に対する考え〕

〔セクシャル・ハラスメントへの対応〕

　 　　　　
　人権教育・人権啓発は、家庭、学校、地域、職場
など、あらゆる場や機会を通じて推進することが大
切です。
　施策を実施するあたっては、市民、企業、団体な
どの主体的な参加と協働のもとに進めます。

進め方

　　

子
ど
も
の
教
育
に

対
す
る
評
価

結
婚
観
や
少
子
化
に

対
す
る
評
価

女
性
の
就
労
に
対
す
る
評
価

セ
ク
ハ
ラ
の
経
験
と
対
応

Ｄ
Ｖ
の
経
験

女
性
の
人
権
に
対
す
る
評
価

　
覚
え
の
無
い
　

　
高
額
な
電
話
料
金
の
請
求

　
使
っ
た
覚
え
が
無
い
の
に
高
額
な
電

話
料
金
の
請
求
が
き
た
と
い
う
相
談
が

増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
中
に
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
た
り
、
ク
リ
ッ
ク
し
た
り
す
る

と
、
知
ら
な
い
間
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
が
替
わ
り
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
や
国
際

電
話
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
す
る
た
び
に
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
や

国
際
電
話
に
接
続
さ
れ
る
状
態
に
な
り
、

高
額
な
電
話
料
金
が
発
生
し
ま
す
。
常

時
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
正
し
く

接
続
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

請
求
が
き
た
ら
…

　
国
際
電
話
の
場
合
、
国
際
電
話
回
線
を
利
用
し
て

い
る
以
上
、
電
話
料
金
の
支
払
拒
否
は
難
し
い
よ
う

で
す
が
、
自
ら
の
意
思
で
利
用
し
た
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
主
張
し
て
、
電
話
会
社
と
交
渉
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
の
場
合
は
、
情
報
料
に

つ
い
て
は
支
払
を
拒
否
し
て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ら
の
代
金

の
回
収
を
取
り
や
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
に
…

・
不
用
意
に
ネ
ッ
ト
上
の
ソ
フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
な
い
。

・
画
面
表
示
を
理
解
し
な
い
ま
ま
「
Ｏ
Ｋ
」
ボ
タ
ン

を
ク
リ
ッ
ク
し
な
い
。

・
国
際
電
話
、
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
に
接
続
で
き
な
い
よ

う
に
手
続
き
を
す
る
。

手
続
先
　
ダ
イ
ヤ
ル
Ｑ
２
　
１
１
６ (

Ｎ
Ｔ
Ｔ)

　
　
　
　
国
際
電
話
　
０
１
２
０
―
２
１
０
３
６
４

　
　
　
　(

国
際
電
話
不
取
扱
受
付
セ
ン
タ
ー)

こちら消費生活センターです
経済課内　138-2034

　　　　　　　　　◆日時　7月1日(月)・3日(水)・4日(木)・8日(月)・10日(水)
　　　　　　　　　　　　　いずれも午前９時30分～午後４時
　　　　　　　　　◆場所　市民センター別館217室
　　　　　　　　　◆内容　パソコンの基本操作・ワード2000による文書作成等
　　　　　　　　　◆講師　島川幸子氏(パソコンインストラクター)　　
　　　　　　　　　◆定員　20人(応募多数の場合抽選)
　◆対象　市内在住の50歳以下の男女で、就職を希望し全回出席できる初心者
　◆受講料　5,000円(別途要テキスト代2,000円)
　◆申し込み　住所・氏名・電話番号を明記し、６月20日(木)までに往復はがき
　　　　　　　で、女性センター(〒659-0092  大原町2-6)へ。

就労支援［パソコン講座］

女性センター
講　　座

138-2023

 ◇◇ボランティア募集「パソコン講座アシスタント」◇◇
講座日程中、アシスタントをしてくださるかたを募集します。
各日とも４人程度(半日単位でもＯＫです。)
協力いただける方は女性センターまでご連絡ください。

相談専用電話　138-2022
専門の相談員が相談に応じます

■相談日時　毎週月曜日
　　　　　　午後１時～４時
■相談内容　夫婦・家族関係、
　　　　　　心の悩みなど

　

■相談日時　毎月第１水曜日
　　　　　　午後１時～４時
　　　　　  (祝日の場合は第２水曜)
■相談内容　夫や親しい関係にある
　　　　　　男性からの暴力など

暴力(ＤＶ)に関する相談
 (要予約)

女性の悩み相談
 (要予約)

女性センター相談日のお知らせ

平和ポスターを募集します!

※調査の方法
対象…本市に住民登録をす
る20歳以上の男女1800人、
回答…666（回収率37.0％）
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不燃ごみ 収集カレンダー

問い合わせ
(ごみ収集全般)　　 環境サービス課　122-2155
(粗大ごみの申し込み)　　　 受　付　122-2166
(ごみの持ち込み)　　　 環境施設課　132-5391

※町ごとに決められた曜日(月曜～金曜)に出してください。

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

在宅ねたきり予防
訪問指導

在宅で40歳以上の療養者
（無料）

在宅ねたきり者
歯科訪問指導

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

貧血検査

在宅で60歳以上の寝たき
り、準ずるかた（無料）

16歳以上→胸部X線・血
圧・検尿（無料）40歳以上
→前記の他 心電図・血液
検査（400円）・歯科検診
妊婦→血液検査（予約制）

16歳以上（130円）

35歳以上（成人病予防11
項目5500円）

20歳以上（1000円）
超音波法

成人を対象に医師による
相談（無料）

35歳以上（1000円）

30歳以上。子宮がん（1000
円）乳がん（400円）

40歳以上（800円）、採便
容器を渡し、とり方の説明

健康チェック
（予約制）

骨粗しょう症健診
（予約制）

栄養相談（予約制）

健康相談（予約制）

胃がん検診（予約制）

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

大腸がん検診

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊娠お産の相談室
（予約制）

新生児訪問指導

育児相談

なかよし育児教室
（予約制）

4カ月児健康診査

1歳児健康診査

1歳6カ月児健康診査

3歳児健康診査

アレルギー相談
（予約制）

アレルギー健診
（予約制）

歯周病予防教室

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参
身体計測子育て相談（無料）

6～7カ月児
母子健康手帳持参（無料）

H14.2.1～15生まれ
H14.2.16～28生まれ
（無料）

H13.6月生まれ（無料）

H12.12.1～15生まれ
H12.12.16～31生まれ
（無料）

H11.2月生まれ（無料）

アトピー性皮膚炎、喘息
等の相談

歯の無料相談等
歯科医師会館

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

子育ての悩み
ことばの遅れ、しつけ
相談（児童精神科専門医）

療育相談（予約制）
子どもの発達について、
専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

有料。特殊項目水質検査な
どは第1・3月曜日

一般健康相談（予約制）
（事業所検診は申込）

有料。入学・就職時等の診
断書作成・診察・尿・血液検
査・X線・心電図・HIV検
査・HCV検査

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m 市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

こころの相談（予約制）
老人の痴呆
うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等専門医の相談

アルコール依存症
家族会

アルコール問題に悩んで
いる家族（要事前連絡）

あじさいの会（痴呆性
老人家族会）

痴呆症に対する対応法に
ついて（講演会）
場所　市民センター301号

専門栄養相談
（予約制）
（栄養表示基準につい
　ても含む）

対象：中等度以上の肥満、
高血圧、高脂血症等3種類
以上の危険因子を有する
方、食物アレルギーにより
除去食を余儀なくされてい
る方等

11日
13：30～14：30

13日
13：30～14：30

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

7日・21日
13：00～14：00

5日・18日
13：30～14：30

14日
10：00～12：00

14日
13：30～15：30

4日・11日
10：00～12：00

17日
13：30～15：30

随時

20日
9：30～10：30

24日
9：45～11：30

4・25日
13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

委託医療機関で実施

13・27日13：15～14：00
場所　保健センター

6日13：15～14：00
場所　芦屋健康福祉事務所

3日9：30～10：30

21日13：30～14：30

19日13：00～14：30

随時、
保健センターに
お申し込みください

7・11日
9：30～10：30

8月分予約受付中
9：15～

6月分予約受付中
9：30～10：00

18日
9：30～11：00

10・25日
13：00～15：00

3・6・13・24・27・
7/4日　9：15～10：30

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

受付随時　提出日：4・
11・18・25・7/2日 午前中

小児から高齢者まで
生活習慣病他（無料）

　血液検査前（4時間絶飲絶食）

7/1日・7/3日
13：30～14：30

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
６/２　戸島歯科医院 1３５－２１８８
６/９　仁木歯科医院 1３２－６５４４
６/16　にしき歯科医院 1２３－６４３０
６/23　西田歯科医院 1３４－６７３１
６/30　能冶歯科医院 1３２－３３８６
７/７　橋谷歯科 1２３－８５１１

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
６/７　幸原内科小児科医院(内、小) 1２２－０３３８
６/14　上條医院(内) 1３４－０７８７
６/21　林整形外科・外科医院(整、外) 1３２－８８８０
６/28　大森医院(内) 1３２－３９９７
７/５　吉龍医院(外、内) 1３２－２８５５
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より大きいほ
どアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固形物。水質汚染の
原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値が高いほど有機物が多い。

平成14年4月17日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　雨／曇り

前　日　曇　り
前々日　晴　れ

雨
18.3

雨
19.2

流入水
　20.6
　　7.5
　 137
　 142
6,000

処理水
　21.0　
　　7.0　
　5　
　7　
　4　

流入水
　21.9
　　7.2
　 118
　 121
 16,000

処理水
　22.1　
　　7.1　
　3　
　3　
　0　

平成14年5月8日（水）

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

６月

日　月　火　水　木　金　土
　　　　　　　　　　　　１
２　３　４　５　６　７　８
９　10　11　12　13　14　15
16　17　18　19　20　21　22
23/30　24　25　26　27　28　29

第１週　その他ごみ
第２週　カン
第３週　ビン・
第４週　カン
第５週　その他ごみ

７月

日　月　火　水　木　金　土
　　１　２　３　４　５　６
７　８　９　10　11　12　13
14　15　16　17　18　19　20
21　22　23　24　25　26　27
28　29　30　31

ペット
ボトル

印は非回収日

印は非回収日

ペット
ボトル

●芦屋病院健康教室
テーマ　「ストレスとのつきあい方」
講　師　関西労災病院心療内科・精神科医師　保坂直昭氏
　　　　本院薬剤科科長補佐　平野泰健
日　時　６月19日(水)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院外来棟５階外科前(東側)ロビー
問い合わせ　芦屋病院総務課管理担当

●糖尿病教室
テーマ　「足の手入れについて(フットケアー)」
　　　　　～なぜ運動しなければいけないか～
講　師　本院看護師長　原　久美
日　時　６月７日(金)午後１時30分～３時
会　場　芦屋病院南病棟５階外科前(東側)ロビー
問い合わせ　芦屋病院栄養科

●歯の衛生週間　6月4日～10日
「さあ始めよう歯の健康づくり、快適ライフ」

①歯の健康フェスタ

日　時　６月９日(日)午前10時～午後４時
会　場　ラポルテホール(ラポルテ本館３階)　　　　
内　容　噛む力の測定・歯こうチェック、
　　　　歯の無料健診、相談・歯磨き教室・手形作製
②歯の無料健診と相談

日　時　６月４日～10日
会　場　市内各歯科医院(休診日は除く)
　　　　※各歯科医院に電話で予約してください
日　時　６月４日(火)午前８時30分～11時30分
会　場　芦屋病院
③歯の供養

日　時　６月８日(土)午後２時～３時
会　場　芦屋霊園内「歯の供養塚」
　　　　※抜けた歯や不要な義歯などをご持参ください
問い合わせ　保健センター

●介護予防教室
日時・会場　各会場とも午後１時30分～３時30分
　　11日(火)朝日ヶ丘集会所、12日(水)茶屋集会所、
　　14日(金)潮見集会所、25日(火)前田集会所、
　　26日(水)打出集会所、28日(金)春日集会所

こうくう

内　容　脳を活性化する食事の話と試食、口腔ケア等
講　師　保健師、栄養士、歯科衛生士
定　員　30人、予約制(費用無料)
問い合わせ　保健センター

●プレおや教室(母親学級)～後期クラス～
１回目　７月３日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「お産のはじまりとすすみ方」「痛みをのがす
　　　　　呼吸法(運動できる服装)」
２回目　７月17日(水)午後１時30分～３時30分
　内容…「赤ちゃんとの生活をイメージしよう」
会　場　保健センター
持ち物　母子健康手帳、テキスト
費　用　前期未受講のかたのみテキスト代200円
定　員　25人(予約制)　
問い合わせ　保健センター

●あじさいの会講演会
　痴呆症に対する介護家族の対応法

日　時　６月14日(金)午後１時30分～３時30分
会　場　市民センター301室
講　師　梯　三千代氏
　　　(仁明会病院デイケアセンター「ひまわり」室長)
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所

●6月はひょうごエイズ予防月間です
　エイズは予防できる病気です。エイズに対する理解を
深め、共に生きる社会づくりに取り組みましょう。
問い合わせ　芦屋健康福祉事務所健康増進課

小児を対象に医師による
健診

3カ月～4歳未満児（母子健康手
帳・申込書・体温計持参、無料）



7 ●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

◆保健センター臨時（時給）職員募集
�月～金曜日勤務の在宅保健師１人(7月
17日採用予定)　	履歴書(写真貼付)を６
月20日(木)までに右記へ郵送　
保健セ
ンター（131-1586 〒659-0065 公光町５-10）

◆毎月第２火曜日は公正証書相談の日
�６月11日(火)13時～16時　�コミュニティ
課相談室　
コミュニティ課（138-2007）

◆菊づくり講習会
受講者に菊苗をプレゼントします　
�６月８日(土)13時30分～15時30分　�
市役所分庁舎２階大会議室　�先着40人
	６月３日(月)より電話で下記へ　
芦
屋菊花会事務局(経済課内138-2033)

◆保険年金課医療助成担当のお知らせ

保険年金課医療助成担当(138-2037)
【「入院時一部負担金限度額適用・入院時
食事標準負担額減額認定証」の交付】
　「老人保健医療受給者証」（主に70歳
以上のかたに交付)をお持ちで次に該当
するかたは、負担額が減額されますので
申請してください。
○入院時一部負担金限度額（月額37,200円）
平成14年度市民税非課税世帯のかたは、
月額24,600円に
○入院時食事標準負担額（1日780円）
平成14年度市民税非課税世帯で、
・申請月を含む前12カ月の入院日数が
　　90日までのかたは、1日650円に
　　90日を超えたかたは、1日500円に
・老齢福祉年金を受給（明治44年４月１日
以前に出生し、緑色の手帳により年金
を受給）しているかたは、１日300円に

【５月31日までの「老人医療の入院時一部
負担金限度額適用・入院時食事標準負担
額減額認定証」をお持ちのかたへ】

　申請書を５月に送付しました。引き続
き該当しているかたは、医療助成担当で
申請手続きをしてください。
【福祉医療受給者証の更新について】
　老人、乳幼児、身障、母子家庭等の医
療受給者証の有効期限は６月30日です。
平成13年中の所得額が基準に該当してい
るかたに新しい医療受給者証を送付しま
す。基準を超えると資格がなくなります。
＊所得申告をしていないかたは、平成13
年中の所得確認が必要なため市民税の
申告が必要です。

＊平成14年１月２日以降、芦屋市へ転入
されたかたは、前住地での平成13年中
の所得証明書が必要です。

◆社会教育関係団体登録申請の受け付け
　登録希望の団体は、６月17日～７月１
日に生涯学習課へ申請してください。

生涯学習課(138-2091)

◆上宮川文化センター／児童センターの催し
�＆
上宮川文化センター(122-9229　
〒659-0061 上宮川町10-5)
【親子パソコン教室「デジカメの写真を
使ってホームページをつくろう」】

�６月29日(土)10時～12時、７月13日(土)
９時30分～12時30分(全２回)　�小学１～
６年生と保護者６組　	はがきに住所、
親子の氏名、年齢(学年)、電話番号を記入
し６月12日(水)までに上記へ(応募多数は
抽選)結果は受講生へのみはがきで通知
【シネポケット“ひゅーまん”】
�＆�６月５日「クレイマー、クレイ
マー」／12日「太白山脈」／19日「リベ
ラ・メ」／26日「ＪＳＡ」(いずれも水曜
日)13時30分～　�30人(当日先着順)
【親子映画会】
�６月６日(木)、７日(金)10時10分～10
時50分　�みつばちマーヤの冒険ほか
�幼児と保護者※当日直接会場へ
【ひよこひろば】
�６月６日・20日(木)13時30分～14時30
分　�親子の手遊びほか　�２歳児(４
月１日現在)と保護者各先着16組　	６
月５日(水)９時30分から電話で上記へ

◆障害福祉課のお知らせ

障害福祉課(138-2043)
【身体障害者移動相談】
�６月14日(金)９時30分～　�宝塚市総
合福祉センター　�身体障害者手帳所持
の肢体不自由者　
【６月障害者相談日】
�毎週金曜日13時30分～　�第２週は
知的障害、そのほかの週は身体障害　�
福祉事務所相談室　

◆花と緑の講習会
受講者全員に花苗をプレゼントします
�①観葉植物の育て方と楽しみ方②トロ
ピカルな植物を使ってゴージャスハンギ
ング③夏の花でつくるさわやかコンテナ
ガーデン　�①６月12日(水)②６月21日
(金)③６月24日(月)、いずれも13時30分
～15時30分　�緑の相談所　�緑の相
談員　�①無料②3,500円③3,000円　�
先着18人　	①６月10日(月)②６月14日
(金)③６月17日(月)までに下記へ　
都
市整備公社みどりの課(138-2103)

◆公民館の催し

公民館(135-0700 〒659-0068 業平町8-24)
【公民館おしゃべり音楽会
　北浦洋子ヴァイオリン・コンサート】
�６月29日(土)13時30分～15時　�市民
センター音楽室　�北浦洋子、藤井快哉
	往復はがきに全員の住所、氏名、電話
番号を記入し６月14日(金)までに上記へ
【芦屋川カレッジ学友会公開講座】
�６月10日(月)10時～11時30分　�ルナ・
ホール(当日直接会場へ)　�死ぬまで生き
る　�京都精華大学名誉教授・笠原芳光氏

◆第14回兵庫のまつり－ふれあいの祭典
　阪神南地域スポーツフェア2002
�７月７日(日)９時30分～　�西宮市立
中央運動公園　�①ふれあいスポーツ広
場(ニュースポーツ体験コーナー、模擬店
など。参加者に景品贈呈)②ペタンク大会
(野球場)③グラウンド・ゴルフ大会(陸上
競技場)　	①当日直接会場へ②③６月14

日(金)までに下記へ　�①無料②③300円

スポーツ・青少年課(122-7910)

◆キャンプを楽しもう
�８月２日～４日　�丹波少年自然の家
�市内在住・在学の小学４年生～中学３
年生で７月14日(日)の参加説明会に必ず
出席できるかた40人　�4,000円　	はが
きに住所、氏名、年齢、性別、学校名、
保護者名、電話番号を記入し、６月21日
(金)＜必着＞までに下記へ(応募多数は抽
選)　
スポーツ・青少年課青少年育成
担当(122-0358 〒659-0072 川西町15-3)

◆図書館の催し

図書館(131-2301)
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�６月15・22・29日(土)14時～15時　
�図書館　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�６月15日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター・和室　�４歳以上
【金曜シネサロン】
�＆�６月14日「ラ・マンチャの男」／
21日「イヴの総て」／28日「甘い生活」
(いずれも金曜日)13時30分～　�図書館

◆谷崎潤一郎作品朗読会
�６月６日(木)13時30分～15時　�谷崎
潤一郎記念館　�「細雪」　�朗読グル
ープＲＳＴ　�入館料300円　
谷崎潤
一郎記念館(123-5852)

◆防火管理者資格取得講習会
�６月27日(木)・28日(金)10時～17時　
�市役所分庁舎２階大会議室　�4,000
円、証明用写真(縦４cm×横３cm)２枚要
�70人(先着順)　	６月３日(月)から下
記へ　
消防本部予防課(138-2098)

◆社会福祉協議会の催し

社会福祉協議会(132-7530)
【着脱介助講習会】
�６月28日(金)13時30分～15時30分　�
市民センター203室　�着替えを手伝うコ
ツ等　	６月３日(月)から電話で上記へ
【健康講座・ボウリング教室】
�６月12日～７月10日の水曜日(全５回)
10時～12時　�神戸六甲ボウル　�市内
在住のかた30人　�1,000円(社協会員600
円)、貸靴代と交通費は自己負担　	６
月３日(月)から電話で上記へ
【高齢者こころの相談・健康相談】
�６月12日(水)、20日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�６月15日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上
の独身のかた
【第92回高齢者「会食懇談会」】
�６月20日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内70歳以上のかた40人(先着順)　
�500円　	６月５日(水)より

◆芦屋病院からのお知らせ

芦屋病院(131-2156)
【初診時特定療養費の負担について】
　７月１日から、地域の医院・診療所と
の役割分担と連携を進めるため、ほかの
保険医療機関等からの紹介状を持参せず
に直接当院へ来院された初診のかたに、

初診時特定療養費として1,050円(税込
み)を負担していただきます。紹介状を
持参されたかた、救急のかた、公費負担
医療受給者のかたは必要ありません。
【芦屋病院院内コンサート】
�６月16日(日)14時30分～15時30分　
�山崎慶子(フルート)、松本由貴(ピア
ノ)　�芦屋病院外来棟５階ホール

◆阪神水道企業団尼崎浄水場見学会
�７月20日(土)13時30分～16時30分(雨天
決行)　�ＪＲ尼崎駅集合。バスで浄水
場へ　�神戸・尼崎・西宮・芦屋市在住
のかた50人(応募多数は抽選)　	往復は
がきに全員の住所・氏名・年齢・電話番
号を記入し６月15日(土)＜消印有効＞ま
でに右記へ　
阪神水道企業団総務部庶
務課文書広報係(1078-431-1894 〒658-
0073  神戸市東灘区西岡本3-20-1)

◆賃貸マンション経営をお考えのかたへ
�６月７日(金)14時～　�市民センター
203室　�手持ちの土地に、都市基盤整備
公団が代わって賃貸マンション等を建設
し、低利・長期の割賦で譲渡する「民間
賃貸用特定分譲住宅制度」の説明会。社
宅制度の相談も　
都市基盤整備公団関
西支店土地活用相談室(106-6969-9062)

◆住宅金融公庫大阪支店からのお知らせ
①収入の減少等により返済が困難なかた
の返済相談を受付中。毎週土曜日も電話
と窓口で融資・返済相談を行っていま
す。　
返済相談電話(106-6281-9569)
②阪神・淡路大震災の被災者に対する災
害復興住宅融資の申込期限を、平成14年
度末までに被災地の地方公共団体に「災
害復興住宅に関する認定書」の発行申請
を行いその判定が「適格」のかたについ
て、平成17年度末までに延長しました。

公共業務課(106-6281-9268)

４/10～５/９までの受入順(敬称略)
保険福祉部総務課取り扱い分
[社会福祉のために]
●手づくりぞうきん、大阪ガス株式会社
兵庫事業本部“小さな灯”運動　●10万
円、竹内章夫
建設部公園緑地課取り扱い分
[市の緑化のために]
●１万円、乙坂ひで　●20万円、国際ソ
ロプチミスト西宮
社会福祉協議会取り扱い分
●１万円、芦屋市更正保護婦人会　●５
千円、芦屋市消費者協会

地球の危機は現実の問題！

　温室効果ガスの一つといわれる二酸
化炭素(ＣＯ2)の排出量を減らすため
の取り組みや、グリーンキッズ(エコ
クラブ会員)の子どもたちが昨年に取
り組んだ活動を紹介します。
期　間　６月17日～21日
会　場　市役所北館１階東側

問い合わせ　環境管理課　138-2051

－あなたが止める『地球温暖化』－

第33回　春のわがまちクリーン作戦

一緒にボランティアしませんか

問い合わせ　芦屋市自治環境協議会事務局
（コミュニティ課内）　138-2007

　海と陸のクリーン作戦「リフレッシュ瀬戸
内」、「クリーンアップひょうごキャンペー
ン」の協賛事業として毎年実施しています。
日　時　６月16日(日)午前９時～11時30分
　　　　(雨天の場合は23日に延期)
集合場所　芦屋公園(中央会場)
　　　　　各ブロックごとに定める場所
申し込み　各町の自治会へ
※手袋、ごみ袋は事務局で用意します。

第２４回　芦屋サマーカーニバル

第８回  ASHIYA  CUP ドラゴンボートレース出場チーム募集
日　時　８月４日(日)午前８時～(荒天中止)、３日(土)に練習会有り
会　場　キャナルパーク(芦屋浜シーサイドタウン南側)
費　用　小学生クラス…無料、男女混合／男子クラス…１万円
※チームはドラマー１人、スチャ－ズマン(舵取り)１人、漕ぎ手８人
申し込み　６月28日(金)＜必着＞までに申込書を下記まで郵送または
　　　　　ファクス(多数の場合は抽選)。申込書は下記にあります。

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会　1・FAX 22-6946
(月・水・金　午前10時～午後4時)

〒659-0067 茶屋之町1-1 第1ブラウンビル2階G号

サマーカーニバルのボランティアを募集中！
　参加者にスタッフＴシャツをプレゼント。詳しくは下記へ。

子どもたちのために出来ることを今すぐに

環境パネル展

ラポルテ市民サービスコーナー(ラポル
テ本館3階131-3130)は、ラポルテ本館
休館日のため、６月13日(木)、20日(木)
は休業します。執務時間は９時～17時15
分です。９時～10時は東側階段または
シースルーエレベーターをご利用ください。

体育館・青少年センター競技場開放日
�６月８日・22日(土)10時～17時(１時
間単位)　�市内の青少年、保護者(小
学校３年生以下保護者同伴)　�卓球、
バドミントン　
体育館・青少年セン
ター(131-8228)

寄　　　付
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◆市内の写真を募集中◆

広報課　138-2006
(〒659-8501 精道町7-6)

　プリント（４切りまで）
した写真の裏に、撮影日
時、撮影場所、住所、氏
名、電話番号、状況説明
（10 0字程度）を明記した
別紙を添付の上、広報課
へ。応募は撮影者に限り
ます。応募作品は返却し
ません。

●凡例…�日時（日程）、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講
師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、

問い合わせ

【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾～紙風船ランド
②絵本のよみきかせ会13③カプラ積
木であそぼう～横にひろげてみよう
④１日工作教室～帽子のマグネット
⑤人形劇⑥コンピューター講座～結
婚おめでとうメッセージ⑦折り紙
(百円塾)～ピョンピョンガエル⑧人形
の洋服づくり⑨親子リズム体操⑩お
はなし会　�①６月１日(土)13時30
分～15時30分②２日(日)10時30分～
③２日(日)13時30分～15時30分④８
日(土)13時30分～15時⑤15日(土)14時
30分～15時30分⑥５日(水)10時30分
～11時30分・19日(水)13時30分～14
時30分⑦22日(土)14時30分～16時⑧
23日(日)13時30分～15時⑨29日(土)13
時30分～14時30分⑩30日(日)14時～
15時　詳細は下記へ　�＆
浜風の
家(135-5700)

【シェイプアップダンス無料体験】
�＆�いずれも６月の毎土曜日10時
15分～11時30分・毎火曜日10時～11
時30分…浜風集会所、毎木曜日10時
～11時30分…青少年センター、毎木
曜日18時45分～19時45分…大原集会
所　�子ども・女性　
アトランダ
ム・山本(122-7526)

【初心者の為のお能教室】
�６月６日・20日・７月４日・18日
(木)、16時～17時(２歳～小学生)、17
時～18時(中学生以上)　�１回2,500
円(大人)、1,500円(中学生)、500円
(子ども)　�＆
アトリエ・ゾネ・
岡(138-7335)

【ジョイント・コンサート2002】
�県立芦屋高校吹奏楽部「第29回定
期演奏会」、県立芦屋南高校吹奏楽
部「ＶＩＶＡ！芦南!!」　�６月7日
(金)18時30分～　�ルナ・ホール　

県立芦屋高校・先田(132-2325)県
立芦屋南高校・岡本(134-1531)

【朝日ケ丘コミスクフリーマーケット】
�６月８日(土)10時～13時、雨天の
場合15日(土)　�朝日ケ丘小学校駐
車場　�手作り品・パン・クッ
キー、衣類ほか　
野島(131-9862)

【母と子のいこいの部屋】
�６月11日・18日・25日(火)10時～
11時30分　�図書館集会室　�母と
子が絵本等を通しておはなしに親し
む　
バルーン・津田(132-2610)

【折り紙教室】
�６月12日(水)10時～12時　�図書
館集会室　�成人　�折り紙、はさ
み、のり　
段谷(134-2546)

【おはなし作りの部屋】
�６月12日・19日・26日(水)10時～
12時　�図書館集会室(当日直接会場
へ。子連れ歓迎)　�人形劇の練習等

ぷりん・國川(132-4201)

【丹波の朝採り有機野菜市】
�６月12日(水)・26日(水)10時30分～
�ワークホームつつじ　
ワーク
ホームつつじ・藤川(122-7044)

【芦屋還暦野球クラブ部員募集】
�原則木曜日９時～13時　�芦屋中
央公園野球場　�60歳以上で協調性
のあるかた。経験不問※希望者はグ
ラウンドへ見学に　�年24,000円(分
割払可)　
松崎(122-7426)

【市民ハイキング】
�６月16日(日)８時30分～　�阪急
芦屋川駅北広場集合→カスケードバ
レー→神戸森林植物園　�430円　�

弁当等　
大山(131-1923、夜間のみ)

【平成14年度身障協会定期総会】
手話通訳、要約筆記有り。多数の参
加を　�６月16日(日)13時30分～　
�市民センター301室　�市内在住・
在勤の身障手帳所持者　
長谷
(123-2454、FAX38-5377)

【ものさしについて考えよう】
�なだいなだ氏を講師に教育や人生
で使われるものさしなどから現代社
会の問題点を考える講演会　�６月
21日(金)10時～11時50分　�ルナ・
ホール　�700円、託児330円(含保険
料、要予約)　
全国友の会芦屋方
面・田中(132-2609)

【子どものための部屋】
�６月22日(土)10時～12時　�伝承
遊び等(当日直接会場へ)　�図書館集
会室　�小学生　
いろえんぴつ・
中野(134-2769)

【中高生のための安らぎの部屋】
�６月22日(土)13時～16時30分　�

図書館集会室　�中高生　
ヨッシ
ーくらぶ・守上(123-6854)

【市長杯クォーターテニス大会】
�６月23日(日)９時～15時　�体育
館・青少年センター　�市内在住・
在学のかた　�ダブルス(一般の
部・60歳以上の部)　�500円　	は
がきに住所、氏名、電話番号を記入
し右記へ　
小谷賢司(122-7514 〒
659-0012 朝日ケ丘町23-5-101)

【モンゴルの蒼い風―馬頭琴の調べ】
�６月30日(日)14時～16時　�シン
バヤル氏(モンゴルからの留学生)　
�700円(お茶付き)　�80人　�＆	

＆
集・空・間Ｔｉｏ(125-0177)

【教育長杯バドミントン大会】
�７月14日(日)９時～17時　�体育
館・青少年センター　�市内在住・
在学の小学３年生～高校生　�男女
シングル、高校生のみダブルスも　
	はがきに住所、氏名、学校名、学
年、性別、電話番号、高校生は種目
を記入し右記へ　
松崎明(122-7426
〒659-0055 竹園町2-18)

【親子でキャンプへ行こう】
�８月10日(土)14時～11日(日)13時
�甲山教育キャンプ場　�小学３年
生～６年生48人。保護者同伴。保護
者不参加の場合はリーダーの引率が
必要　�児童1,200円(テント泊、米飯
２合持参)、大人3,000円(宿泊棟泊、
食事料込み)　	所定の申込書を７月
15日までに下記へ郵送またはファク
ス※応募要綱、参加申込書は、体育
館・青少年センター、市内集会所に
有り　	＆
青少年健全育成グルー
プ・西村順子(1／FAX06-6411-8078
〒660-0083 尼崎市道意町2-8)

【やさしいエアロビクス体操講習会】
�水曜日(月４回)10時～12時　�竹
園集会所　�月2,500円　�動きやす
い服装、靴、バスタオル　
ハッピ
ネスクラブ・東瀬戸(123-1286)

【ばら健康体操会員募集】
�毎週金曜日13時～14時30分　�体
育館・青少年センター　�女性(年齢
不問、初心者歓迎)　�月900円(半
年分前納)　
山村(131-1543)

平成14年全国広報コンクールの映像部門 入選および読売新聞社賞を受賞

　この番組は、大阪教育大学附属池田小学校の事件後に芦
屋市の学校や、ＰＴＡなど地域が取り組んだ安全対策を映
像化した作品です。ビデオテープの貸し出しもしていま
す。受賞できましたのも、取材にご協力いただいたかたが
たの真剣な活動が評価されたものと考えています。
　今後ともより良い番組づくりに努力してまいります。

問い合わせ　広報課　138-2006

広報チャンネル 芦屋市民企画番組「子どもを守る地域の取り組み」(平成13年11月放映)
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